
金
滞
古
蹟
志
巻
一

三
年
三
帝
を
遼
嶋
へ
越
し
奉
り
、
親
王
を
鎌
倉
へ
迎
へ
槌
り
の
幕
主

と
た
し
、
北
僚
の
民
族
執
権
し
て
天
下
の
政
権
を
掻
り
け
る
よ
り
、

朝
権
は
な
き
が
如
く
.
い
つ
し
か
諸
図
司
も
赴
任
す
る
事
た
く
、
郡

司
・
郷
長
の
擬
濯
も
絶
え
て
、
園
廊
・
郡
廊
の
官
舎
も
破
壊
し
、
国
府

は
遂
に
悶
舎
と
成
り
た
る
怠
る
ぺ
し
o
h
も
ふ
に
、
右
加
賀
古
園
府
の

地
は
賢
に
蛍
園
の
中
央
に
て
、
弘
仁
の
い
に
し
へ
建
闘
の
頃
、
闇
守

紀
末
成
朝
臣
等
が
検
定
せ
ら
れ
し
地
な
る
べ
け
れ
ど
、
今
は
漣
部
の

僻
邑
と
は
成
り
た
り
。
近
く
明
治
八
年
十
月
園
府
村
・
古
漬
村
の
雨

村
落
を
合
併
し
て
、
更
に
古
府
村
と
改
稽
し
一
村
と
は
な
し
た
り
。

此
の
村
落
は
小
松
町
の
東
方
に
て
、
今
道
一
旦
を
隔
り
、
金
津
市
よ

り
南
方
に
て
、
凡
そ
今
道
七
里
飴
を
踊
る
。

。
野
々
市
守
護
臆

闘
の
守
綾
職
は
‘
そ
の
は
じ
め
一
時
の
職
務
な
り
と
い
へ
ど
も
1

世

々
一
僻
製
し
て
譜
第
と
た
れ
り
。
故
に
足
利
幕
府
に
至
り
で
は
、
い
つ

し
か
藩
主
の
如
く
、
共
の
園
を
押
領
し
て
園
主
或
は
領
主
と
呼
ぺ

り
。
武
備
を
専
務
と
せ
し
故
に
、
要
容
の
地
を
見
立
て
披
郭
を
築
き

居
城
と
す
。
共
の
地
を
ぽ
城
下
と
稀
し
、
工
商
諸
職
人
等
群
居
す
。

故
に
城
主
と
も
呼
べ
り
。
按
宇
る
に
、
披
内
居
住
の
事
は
、
古
令
の

八

軍
防
令
に
、
凡
縁
=
東
漣
北
港
商
法
一
緒
郡
入
居
。
皆
於
a
披
盤
内
-
安
置

一
足
々
。
共
披
盤
崩
類
者
。
波
=
笛
廃
居
戸
吋
随
v
閑
修
理
。
と
あ
る
東
漣
・

北
港
は
陸
臭
・
出
初
・
越
後
の
地
遜
に
て
、
此
の
地
溢
は
そ
の
か
み
蝦

夷
の
巣
窟
左

p
o
然
ら
ぽ
園
司
を
初
め
居
民
ま
で
も
、
常
に
城
内
に

居
住
せ
し
と
聞
ゆ
。
日
本
紀
に
‘
大
化
四
年
。
是
歳
治
a

磐
舟
栂
刊
一
以

備
昌
蝦
夷
ご
遂
選
T

越
奥
昌
信
浪
-
之
民
~
始
置
=
柵
戸
吋
・
な
ど
見
え
た
る
磐

舟
は
越
後
図
磐
般
郡
に
て
、
和
訓
莱
に
、
設
文
に
披
以
盛
'
民
也
と
。

柿
も
同
じ
。
と
い
へ
り
。
栂
戸
は
城
附
の
民
戸
危
り
。
按
A
T
る
に
‘

威
奈
大
村
墓
誌
に
、
慶
雲
三
年
。
命
昌
粂
太
政
官
左
小
排
二
越
後
北
聴

街
昌
接
蝦
廃
刊
柔
懐
鎮
撫
允
且
岡
崎
共
人
吋
同
歳
十
一
月
十
六
日
。
命
v
卿

除
=
越
後
誠
司
吋
と
見
え
、
出
羽
披
介
は
出
調
介
に
て
誠
司
を
粂
ね
た

り
と
い
へ
り
。
是
等
の
事
共
に
て
、
出
m
m
・
越
後
等
の
園
司
は
、
上
代

よ
り
城
郭
内
に
居
住
し
て
防
禦
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
に

や
、
中
古
守
議
職
の
居
館
を
披
と
も
呼
ぺ
り
。
源
卒
盛
衰
記
簿
永

二
年
五
月
安
宅
合
磁
の
段
に
‘
宮
樫
次
郎
家
経
は
黒
締
成
の
鎧
に
鶴

毛
の
馬
に
乗
り
、
三
十
飴
騎
に
て
落
ち
け
る
が
、
平
家
は
林
・
富
樫

が
舘
に
打
入
り
て
暫
く
愛
に
休
み
居
た
り
。
是
よ
り
飛
脚
を
都
へ
立

つ
。
共
の
般
に
云
ふ
。
五
月
二
日
加
賀
園
へ
飢
入
る
底
K
.
源
氏
の

-
G
f
J
h
v
r
f母
作

r
‘τ41uEZA泊
mw

軍
兵
安
宅
渡
に
城
郭
を
祷
へ
た
り
と
い
へ
ど
も
、
彼
を
も
攻
落
し
畢

ぬ
。
林
・
宮
樫
が
二
筒
所
の
披
を
打
落
し
ぬ
れ
ば
、
北
国
は
今
は
手

の
内
と
可
v
被
昌
思
召
--X
々
と
。
平
家
物
語
に
は
、
加
賀
園
へ
打
越
え
、

富
樫
・
林
が
城
郭
ニ
ク
所
焼
挽
ふ
。
と
あ
り
。
文
義
経
記
に
、
緋
箆
は

宮
樫
が
舘
の
や
う
を
見
て
参
り
候
は
ん
と
申
し
、
笈
と
っ
て
ひ
っ
か

け
て
唯
ひ
と
り
行
き
け
る
。
宮
樫
が
械
を
見
れ
ば
、
三
月
三
日
の
事

怠
れ
ば
‘
か
た
は
ら
に
ま
り
・
小
弓
の
遊
び
、
か
た
は
ら
に
は
烏
あ

は
せ
、
又
管
絃
酒
盛
と
打
見
h
て
酒
に
ゑ
ひ
た
る
鹿
も
あ
り
。
武
蔵

坊
さ
う
い
危
く
そ
の
内
に
入
り
て
、
侍
の
総
の
き
は
を
通
り
候
て
、

内
を
さ
し
の
ぞ
き
見
れ
ば
、
管
絃
唯
今
さ
か
り
友
り
。
武
磁
坊
大
の

援
を
あ
げ
て
、
修
業
者
の
候
と
申
し
け
る
。
云
々
。
又
太
平
記
延
元

三
年
十
二
月
足
利
高
経
越
前
闘
波
落
の
段
に
、
尾
張
守
高
経
五
の
城

花
火
を
懸
け
て
、
共
の
光
を
松
明
に
成
し
て
‘
夜
の
聞
に
加
賀
園
宮
樫

が
披
へ
落
ち
給
ふ
。
と
あ
り
。
叉
際
安
二
年
十
二
月
得
岡
加
賀
介
章

吾
且
箪
忠

-r一
室
。
北
要
望
者
下
向
之
底
。
桃
井
中
務

少
輔
凶
徒
加
州
平
岡
野
陣
取
。
依
v
及
昌
宮
樫
披
嶋
一
間
難
儀
↓
同
一
安
八
月

十
五
日
御
褒
向
之
問
。
嵐
昌
子
吉
見
左
馬
助
殿
御
手
吋
於
a
野
々
市
-
日
々

夜
々
致
a
合
職
-
畢
と
。
右
の
欽
に
富
樫
城
崎
一
叩
と
融
制
せ
た
る
に
て
、
宮

金
滞
古
蹟
志
巷
一

樫
按
は
石
川
郡
富
樫
郷
野
々
市
左
る
宮
樫
氏
の
舘
た
る
事
知
ら
れ
け

り
。
此
の
舘
は
野
々
市
に
あ
る
故
、
或
は
野
々
市
舘
と
も
呼
ぺ
り
。
三

州
志
古
嘘
考
に
、
元
抱
一
応
年
五
月
賊
滅
富
樫
舘
を
火
攻
す
。
宮
樫
泰
俊

〈匁》

共
の
子
二
人
と
越
前
溝
口
一
長
逸
が
披
へ
走
る
。
爾
後
凶
賊
此
の
舘
社

内
、
レ
J
F
d

に
操
り
て
築
く
か
。
天
正
八
年
柴
田
勝
家
加
州
の
諸
盤
を
攻
め
屠
る

時
、
若
林
維
業
助
・
同
甚
八
郎
是
に
織
る
を
勝
家
謀
り
て
殺
し
、
勝
家

即
ち
居
す
る
事
、
織
田
軍
記
に
見
ゆ
。
太
田
和
泉
守
日
記
に
は
、
天
正

八
年
間
三
月
九
日
勝
家
宮
腰
に
障
し
、
所
々
に
放
火
す
。
の
り
て
賊
野

々
市
の
盤
に
河
を
前
に
し
て
操
る
を
遁
鋤
ひ
、
多
〈
斬
り
捨
て
、
数
百

般
の
艦
に
軍
糧
を
取
入
れ
さ
せ
、
夫
よ
り
臭
へ
鎗
入
る
。
と
あ
り
。
平

衣
按
宇
る
に
、
北
陸
七
図
志
に
天
正
八
年
間
三
月
九
日
勝
家
布
市
の

誠
に
楯
箱
崎
ν
一
授
悉
〈
遁
錦
ふ
。
と
見
h
、
寛
永
八
年
山
崎
長
門
が

家
士
笠
井
誠
人
入
選
軍
功
書
に
、
営
園
野
々
市
柴
田
破
り
被
v
申
時
首

一
つ
取
る
。
と
戟
せ
た
る
も
同
時
の
事
た
る
べ
し
。
叉
実
正
軍
記
に
、

実
正
十
三
年
八
月
盟
臣
秀
吉
公
越
中
国
出
馬
の
時
、
湊
川
の
大
河
を

越
え
松
任
に
至
る
。
源
の
義
経
排
鹿
が
謀
事
に
て
越
え
給
ふ
宮
樫
が

舘
を
返
り
見
て
、
金
揮
に
つ
〈
。
と
あ
る
も
.
野
々
市
の
舘
を
い
へ
る

も
の
也
。
三
州
志
古
雄
考
に
云
ふ
。
藤
原
利
仁
将
軍
よ
り
七
世
官
樫
ニ

九




